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(57)【要約】
【課題】画像の色変動を高精度に防止することが可能な
画像形成装置を提供する
【解決手段】記録媒体を加熱するための媒体加熱装置と
、インクを吐出するインクヘッドおよび前記インクヘッ
ドを加熱するヘッド加熱部を有し、前記媒体加熱装置で
加熱された記録媒体にインクを吐出して画像を形成する
インク供給装置と、前記記録媒体に形成された画像を読
み取る画像読取装置と、前記画像読取装置で読み取った
読取画像に基づいて前記媒体加熱装置および前記インク
供給装置を制御する制御装置とを備え、前記制御装置は
、前記画像の基準画像と前記読取画像との間に生じた色
変動の変動要因が、前記記録媒体の温度であるか前記イ
ンクヘッドの温度であるかを判断する色変動要因判断部
を備えた画像形成装置である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体を加熱するための媒体加熱装置と、
　インクを吐出するインクヘッドおよび前記インクヘッドを加熱するヘッド加熱部を有し
、前記媒体加熱装置で加熱された記録媒体にインクを吐出して画像を形成するインク供給
装置と、
　前記記録媒体に形成された画像を読み取る画像読取装置と、
　前記画像読取装置で読み取った読取画像に基づいて前記媒体加熱装置および前記インク
供給装置を制御する制御装置とを備え、
　前記制御装置は、
　前記画像の基準画像と前記読取画像との間に生じた色変動の変動要因が、前記記録媒体
の温度であるか前記インクヘッドの温度であるかを判断する色変動要因判断部を備えた
　画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御装置は、色空間色度図における色相角度の変動と彩度の変動を、前記色変動と
して算出する色変動方向演算部を備え、
　前記色変動要因判断部は、前記色変動方向演算部で算出した前記色変動に基づいて、前
記色変動の要因を判断する
　請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記色変動方向演算部は、前記色変動が、前記色相角度の何れの方向への変動であるか
、前記彩度の何れの方向への変動であるかを検出し、
　前記色変動要因判断部は、前記色変動方向演算部で検出した前記色変動の方向によって
、前記色変動の要因を特定する
　請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記色変動方向演算部は、前記読取画像における色相角度および彩度の少なくとも一方
が所定範囲を超えた場合に、前記基準画像に対して前記読取画像が色変動したと判断する
　請求項２または３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記色変動要因判断部は、前記色相角度の変動および前記彩度の変動と、前記記録媒体
の温度および前記インクヘッドの温度との相関関係に基づき、前記色変動の要因を判断す
る
　請求項２～４のうちの何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記色変動要因判断部は、前記相関関係として、前記変動の大きさを保持する
　請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記色変動要因判断部は、複数色のインク液滴を積層した二次色以上で構成された画像
に基づいて前記判断を実施する
　請求項１～６のうちの何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記色変動要因判断部は、前記二次色以上で構成された画像におけるインク液滴の積層
順に基づいて前記判断を実施する
　請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記色変動要因判断部は、前記色変動方向演算部で算出した前記色変動が下層側のイン
ク液滴の色方向である場合、前記色変動の変動要因が前記記録媒体の温度であると判断す
る
　請求項８に記載の画像形成装置。
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【請求項１０】
　前記色変動要因判断部は、前記記録媒体上に形成したテストチャートに基づいて前記判
断を実施する
　請求項１～９のうちの何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記色変動要因判断部は、画像形成ジョブにおいて前記記録媒体上に形成した画像に基
づいて前記判断を実施する
　請求項１～９のうちの何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記制御装置は、前記色変動要因判断部での判断に基づいて、前記媒体加熱装置と前記
インク供給装置の制御条件を補正する
　請求項１～１０のうちの何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記制御装置は、前記色変動要因判断部での判断に基づいて、前記媒体加熱装置および
前記ヘッド加熱部による加熱温度の設定を補正する
　請求項１２に記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　前記制御装置は、前記色変動要因判断部での判断に基づいて、前記インクヘッドの駆動
条件を補正する
　請求項１２に記載の画像形成装置。
【請求項１５】
　記録媒体を加熱するための媒体加熱装置と、インクを吐出するインクヘッドおよび前記
インクヘッドを加熱するヘッド加熱部を有し、前記媒体加熱装置で加熱された記録媒体に
インクを吐出して画像を形成するインク供給装置と、前記記録媒体に形成された画像を読
み取る画像読取装置とを備えた画像形成装置の制御方法であって、
　制御装置は、前記画像読取装置で読み取った読取画像に基づいて、前記媒体加熱装置お
よび前記インク供給装置を制御し、
　前記制御装置の色変動要因判断部は、前記画像の基準画像と前記読取画像との間に生じ
た色変動の変動要因が、前記記録媒体の温度であるか前記インクヘッドの温度であるかを
判断する
　画像形成装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記制御装置は、前記色変動要因判断部での判断に基づいて、前記媒体加熱装置と前記
インク供給装置の制御条件を補正する
　請求項１５に記載の画像形成装置の制御方法。
【請求項１７】
　記録媒体を加熱するための媒体加熱装置と、インクを吐出するインクヘッドおよび前記
インクヘッドを加熱するヘッド加熱部を有し、前記媒体加熱装置で加熱された記録媒体に
インクを吐出して画像を形成するインク供給装置と、前記記録媒体に形成された画像を読
み取る画像読取装置とを備えた画像形成装置の制御プログラムであって、
　制御装置に対して、前記画像読取装置で読み取った読取画像に基づく前記媒体加熱装置
および前記インク供給装置の制御を実施させ、
　前記制御装置の色変動要因判断部に対して、前記画像の基準画像と前記読取画像との間
に生じた色変動の変動要因が、前記記録媒体の温度であるか前記インクヘッドの温度であ
るかを判断させる
　画像形成装置の制御プログラム。
【請求項１８】
　前記制御装置に対して、前記色変動要因判断部での判断に基づいて、前記媒体加熱装置
と前記インク供給装置の制御条件を補正させる
　請求項１７に記載の画像形成装置の制御プログラム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置、画像形成装置の制御方法、および画像形成装置の制御プログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット方式の画像形成装置に関する技術として、下記特許文献１に開示の技術
がある。引用文献１に開示の技術は、液滴によって画像が形成される記録媒体を加熱する
加熱手段と、前記記録媒体を乾燥する乾燥手段と、液滴の温度を検出する検出手段とを備
え、前記検出手段によって検出された前記液滴の温度に基づいて、前記加熱手段、又は前
記乾燥手段のうち少なくとも一方を制御する技術である。これにより、非浸透メディアへ
の印字が可能であるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－７７７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、インクジェット方式の画像形成装置においては、記録媒体に供給するインク
ヘッドの温度およびインク供給前の記録媒体の温度が、記録媒体に形成される画像の色変
動を発生させ、画質を低下させる因子となっている。しかしながら、従来の画像形成装置
においては、画像の色変動に対して上述した色変動の変動因子の特定がなされておらず、
画像の色変動の発生を高精度に防止することができなかった。
【０００５】
　そこで本発明は、画像の色変動を高精度に防止することが可能な画像形成装置、画像形
成装置の制御方法、および画像形成装置の制御プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的を達成するための本発明は、記録媒体を加熱するための媒体加熱装置と
、インクを吐出するインクヘッドおよび前記インクヘッドを加熱するヘッド加熱部を有し
、前記媒体加熱装置で加熱された記録媒体にインクを吐出して画像を形成するインク供給
装置と、前記記録媒体に形成された画像を読み取る画像読取装置と、前記画像読取装置で
読み取った読取画像に基づいて前記媒体加熱装置および前記インク供給装置を制御する制
御装置とを備え、前記制御装置は、前記画像の基準画像と前記読取画像との間に生じた色
変動の変動要因が、前記記録媒体の温度であるか前記インクヘッドの温度であるかを判断
する色変動要因判断部を備えた画像形成装置である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、画像の色変動を高精度に防止することが可能な画像形成装置、画像形
成装置の制御方法、および画像形成装置の制御プログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態に係る画像形成装置の構成図である。
【図２】実施形態に係る画像形成装置の要部を上方から見た模式図である。
【図３】実施形態に係る画像形成装置に設けられたヘッドユニットの底面図である。
【図４】インクヘッドから吐出したインク液滴による画像形成を説明する図である。
【図５】記録媒体上に着弾したインク液滴によって表される各色を説明するための色度図
である。
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【図６】形成画像における各色の色変動の方向を説明する図である。
【図７】変動の要因毎の各色の色変動の方向を説明する図である。
【図８】形成画像における色変動の要因と色変動の方向との相関関係を示す図である。
【図９】実施形態に係る画像形成装置の制御方法を示すフローチャート（その１）である
。
【図１０】実施形態に係る画像形成装置の制御方法を示すフローチャート（その２）であ
る。
【図１１】各色の色変動の許容範囲の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明を適用した画像形成装置、画像形成装置の制御方法、および画像形成装置
の制御プログラムの実施の形成を説明する。
【００１０】
≪画像形成装置≫
　図１は実施形態に係る画像形成装置１の構成図であって、インクジェット方式の画像形
成装置１における画像形成部を側方から見た図である。また図２は、実施形態に係る画像
形成装置の要部を上面から見た模式図である。これらの図に示すように、第１実施形態に
係るインクジェット方式の画像形成装置１は、媒体搬送装置１０、インク供給装置２０、
媒体加熱装置３０、画像読取装置４０、制御装置５０、および操作装置６０を備えている
。これらは、次のように構成されている。
【００１１】
＜媒体搬送装置１０＞
　媒体搬送装置１０は、記録媒体Ｐを所定方向に搬送するためのものである。この媒体搬
送装置１０は、例えばベルト搬送装置であって、駆動ローラー１１、従動ローラー１２、
およびこれらに張架された無端ベルト１３を備え、駆動ローラー１１の回転によって無端
ベルト１３を周回動作させる。無端ベルト１３は、駆動ローラー１１と従動ローラー１２
との間の外周面部分が、記録媒体Ｐの載置面１３ｓとなっている。無端ベルト１３は、載
置面１３ｓ上に供給された記録媒体Ｐを、載置面１３ｓに対して吸着した状態で無端ベル
ト１３の周回方向に搬送する。
【００１２】
　以下においては、載置面１３ｓにおける無端ベルト１３の周回方向を、記録媒体Ｐの搬
送方向ｘとする。また、無端ベルト１３の載置面１３ｓ内において、搬送方向ｘと垂直な
方向を幅方向ｙとする。このような媒体搬送装置１０によって搬送される記録媒体Ｐは、
例えばロールから巻き出されてロールに巻き取られる長尺のシート状のものであってもよ
いが、搬送方向ｘの長さが一定のものであってもよい。このような記録媒体Ｐは、普通紙
や塗工紙といった紙のほか、布帛またはシート状の樹脂等、シート状の主面に着弾したイ
ンクを定着させることが可能な種々の材質のものであってよい。
【００１３】
＜インク供給装置２０＞
　インク供給装置２０は、媒体搬送装置１０によって搬送される記録媒体Ｐに対してイン
クを供給するためのものである。このインク供給装置２０は、記録媒体Ｐの搬送方向ｘに
沿って配置された複数のヘッドユニット２１を備えている。本実施の形態における画像形
成装置１では、一例としてイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（
Ｋ）の４色のインクにそれぞれ対応する４つのヘッドユニット２１ｙ、２１ｍ、２１ｃ、
２１ｋが、記録媒体Ｐの搬送方向ｘの上流側から順に、所定の間隔で並ぶように配列され
ている。これらの各ヘッドユニット２１は、インクヘッド２２と、ヘッド加熱部２３とを
備えている。
【００１４】
　図３は、実施形態に係る画像形成装置に設けられたヘッドユニット２１の底面図であり
、図１および図２に示したヘッドユニット２１のうちの１つを、媒体搬送装置１０に対向
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する面側から見た図である。
【００１５】
［ヘッドユニット２１］
　図３に示すように、ヘッドユニット２１は、媒体搬送装置１０側に向かう底面に沿って
複数のインクヘッド２２を配列したものである。ここではヘッドユニット２１の一例とし
て、記録媒体Ｐの搬送方向ｘに対して垂直な幅方向ｙに配列された４個のインクヘッド２
２の列が互い違いに２列配置された構成となっている。各インクヘッド２２の媒体搬送装
置１０に向かう面は、複数のインク吐出ノズルのノズル開口２２ｂが配列されたノズル面
２２ａとなっている。
【００１６】
　ここで各インクヘッド２２は、インクを貯留するインク室と、インク室の底面に設けら
れたヘッドチップ、および駆動回路基板などを有する。このうちヘッドチップは、インク
液滴吐出のための駆動源として圧電アクチュエータを用いたピエゾ方式のものの他、サー
マル方式のものであってもよい。このようなヘッドチップは、基板材の厚み方向に複数の
ノズルを形成したノズル基板を有する。ノズル基板の基板面が、上述したノズル面２２ａ
となっている。またヘッドチップは、上述したインク室と各ノズルとを個別に連通するイ
ンク圧力室またはインク加熱室を有する素子基板を備えている。これにより、各ノズル開
口２２ｂからのインク吐出が、個別に制御される構成となっている。
【００１７】
　図１および図２に戻り、以上のような構成の各ヘッドユニット２１は、媒体搬送装置１
０で搬送される記録媒体Ｐの幅方向ｙを覆う大きさで設けられており、記録媒体Ｐのほぼ
全面にインクを供給可能な構成となっている。
【００１８】
　ここで図４には、インクヘッドから吐出したインク液滴による画像形成を説明する図を
示す。次に、図４および先の図１を参照し、インク供給装置２０による記録媒体Ｐへの画
像形成を説明する。すなわち、インク供給装置２０は、搬送方向ｘの上流側からのヘッド
ユニット２１の配置順に、各色のインクを記録媒体Ｐ上に供給することによって、記録媒
体Ｐ上に画像を形成する。
【００１９】
　図示した一例のように、赤Ｒの画像を形成したい場合であれば、イエローＹの下層液滴
１０１の上部に、マゼンタＭの上層液滴１０２を供給する。緑Ｇの画像を形成したい場合
であれば、イエローＹの下層液滴１０１の上部に、シアンＣの上層液滴１０２を供給する
。青Ｂの画像を形成したい場合であれば、マゼンダＭの下層液滴１０１の上部に、シアン
Ｃの上層液滴１０２を供給する。さらに、３色以上のインク液滴を積層させて黒の画像を
形成する。
【００２０】
［ヘッド加熱部２３］
　また、各ヘッドユニット２１に設けられたヘッド加熱部２３は、各インクヘッド２２を
個別に加熱することが可能な構成となっている。このようなヘッド加熱部２３は、インク
ヘッド２２を加熱することにより、各インクヘッド２２内のインクを加熱するものとなっ
ている。
【００２１】
＜媒体加熱装置３０＞
　媒体加熱装置３０は、媒体搬送装置１０によって搬送される記録媒体Ｐを所定温度に加
熱するためのものである。この媒体加熱装置３０は、媒体搬送装置１０における搬送方向
ｘに対して、インク供給装置２０の上流側に配置され、インク供給装置２０によってイン
クが供給される前の記録媒体Ｐを加熱する。
【００２２】
　このような媒体加熱装置３０は、媒体搬送装置１０で搬送される記録媒体Ｐの幅方向ｘ
を覆う大きさで設けられており、記録媒体Ｐの全面を加熱することが可能な構成となって
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いる。またこの媒体加熱装置３０は、幅方向ｙに分割された各部において、個別に加熱の
制御が可能な構成となっている。
【００２３】
　なお、このような媒体加熱装置３０は、媒体搬送装置１０によって搬送される記録媒体
Ｐを直接加熱する構成であってもよいが、無端ベルト１３を加熱し、無端ベルト１３を介
して記録媒体Ｐを加熱する構成ものであってもよい。
【００２４】
＜画像読取装置４０＞
　画像読取装置４０は、媒体搬送装置１０によって搬送される記録媒体Ｐの主面を撮像す
るためのものである。この画像読取装置４０は、媒体搬送装置１０における搬送方向ｘに
対して、インク供給装置２０の下流側に配置され、インク供給装置２０からのインク供給
によって記録媒体Ｐ上に形成された画像を読み取る。このような画像読取装置４０は、撮
像素子を配列したラインセンサーであってよく、撮像素子は、ＣＣＤ（Charge Coupled D
evice）であっても他の素子であってもよい。
【００２５】
＜制御装置５０＞
　制御装置５０は、媒体搬送装置１０、インク供給装置２０、媒体加熱装置３０、および
画像読取装置４０の駆動を制御するためのものであって、マイクロコンピューターなどの
計算機によって構成されている。計算機は、ＣＰＵ（Central Processing Unit：中央処
理装置）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）を備える。さ
らに、計算機は、不揮発性ストレージおよびネットワークインタフェースを備えてもよい
。
【００２６】
　このような制御装置５０において実施する制御のうちの一つは、以降に説明する画像形
成装置の制御方法において詳細に説明する特徴的な制御である。このような特徴的な制御
の手順は、画像形成装置１の各部の動作を制御するための制御プログラムとして、ＲＯＭ
に保存されたプログラムであるか、または外部装置からＲＡＭまたは不揮発性ストレージ
にロードされた保存されたプログラムである。この制御プログラムは、以降の画像形成装
置の制御方法においてにおいて説明するステップを計算機に実行させる。
【００２７】
　このような制御装置５０は、機能的要素として、色変動方向演算部５１、色変動要因判
断部５２、および駆動制御部５３を備える。次に、これらの構成要素の機能を説明する。
【００２８】
［色変動方向演算部５１］
　色変動方向演算部５１は、画像読取装置４０で読み取った画像を処理し、記録媒体Ｐの
各部に形成された画像の色変動の方向を算出する。以下に色変動の方向を説明する。
【００２９】
　図５は、記録媒体上に着弾したインク液滴によって表される各色を説明するための色度
図である。この色度図は、Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間色度図であって、ａｂ二次元色座標を示し
ている。このような色度図は、イエローＹ、マゼンダＭ、シアンＣの各色インク、および
これらのインク液滴を積層した赤Ｒ、緑Ｇ、青Ｂの各色の色度の値を示している。この図
に示すように、各色は、原点［Ｏ］からの距離（彩度）［ｄ］と、原点［Ｏ］から＋ａ＊

方向の軸を基準とした色相角度［ｈ］と、ここでは図示されない明度とを、各色の固有の
値として有する。
【００３０】
　図６は、形成画像における各色の色変動の方向を説明する図であって、イエローＹとマ
ゼンダＭのインク液滴を積層させた赤Ｒの色変動を例示した図である。この図に示すよう
に、赤Ｒの色変動は、赤Ｒの基準色（ａ）に対して、距離（彩度）［ｄ］方向と、色相角
度［ｈ］方向に色変動する。これらの各方向への色変動は、インクヘッドの温度と、イン
ク液滴が着弾する記録媒体Ｐの温度とに依存する。これは、他の色でも同様であり、イン
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クの色変動は、色度の変動として現れる。
【００３１】
　色変動方向演算部５１（図１参照）は、画像読取装置４０で読み取った画像を処理する
ことにより、あらかじめ設定されている各色の基準色（ａ）の値に対して、記録媒体Ｐに
形成された画像の色変動の方向を算出する。この際、色変動方向演算部５１は、基準色（
ａ）の値を基準値とし、この基準値に対する距離（彩度）［ｄ］のずれ量と、色相角度［
ｈ］のずれ量とを、変動の大きさとして算出する。
【００３２】
［色変動要因判断部５２］
　色変動要因判断部５２は、色変動方向演算部５１で算出した色変動の方向に基づいて、
形成画像の各部における色変動の要因が、インクヘッド２２の温度であるか、記録媒体Ｐ
の温度であるか、またはその両方であるかを判断する。
【００３３】
　図７は、色変動の要因毎の各色の色変動の方向を示す図である。以下、図６および図７
を参照し、インクヘッドの温度と、記録媒体Ｐの温度による色変動を説明する。なお、こ
こでは、インクヘッドから吐出するインクが、温度上昇によって低粘度化する物性のもの
である場合を例示して説明を行う。
【００３４】
　図７の基準状態（ａ１）は、インクヘッドの温度および記録媒体Ｐの温度が基準温度で
ある場合に、記録媒体Ｐに着弾したインク液滴の状態を示している。この基準状態（ａ１
）に対する状態（ｂ１）は、各インクヘッドの温度が基準状態（ａ１）よりも上昇した場
合の状態を示す。この場合、インクヘッドから吐出するインクが低粘度化し、各色のイン
ク液滴の吐出量が増加し、下層液滴１０１および上層液滴１０２の容量が増加する。この
場合の形成画像は、図６に示すように、基準色（ａ）に対して色相角度［ｈ］は変化せず
に、距離（彩度）［ｄ］のみが増加する方向に色変動した変動色（ｂ）となる。
【００３５】
　また図７の基準状態（ａ１）に対して、上層液滴を供給するインクヘッド温度のみ上昇
した状態（ｃ１）では、上層液滴１０２の容量のみが増加する。この場合の形成画像は、
図６に示すように、基準色（ａ）に対して色相角度［ｈ］が、上層液滴の色方向に変化し
た変動色（ｃ）となる。なお、変動色（ｃ）は、基準色（ａ）に対して、距離（彩度）［
ｄ］の変化がみられる場合もある。
【００３６】
　さらに図７の基準状態（ａ１）に対して、記録媒体Ｐの温度が上昇した状態（ｄ１）で
は、記録媒体Ｐ上に着弾したインク液滴が、記録媒体Ｐ上において広がり易くなる。この
ため、複数色のインクを積層して画像形成する場合においては、記録媒体Ｐに直接着弾す
る下層のインク液滴のみが、記録媒体Ｐ上において広がる。この場合の形成画像は、図６
に示すように、基準色（ａ）に対して、色相角度［ｈ］が、下層液滴の色方向に変化した
変動色（ｄ）となる。なお、変動色（ｄ）は、基準色（ａ）に対して、距離（彩度）［ｄ
］の変化がみられる場合もある。
【００３７】
　以上は、形成画像の色変動の一例であり、例えば単色のインクを用いた場合、インクヘ
ッドの温度と、記録媒体Ｐの温度による色変動は、距離（彩度）［ｄ］方向のみとなる。
【００３８】
　そこで、色変動要因判断部５２は、インクヘッドの温度の変動および記録媒体Ｐの温度
の変動と、各色の変動方向との相関関係をあらかじめ保持しておく。図８は、このような
相関関係の一例を示す図である。このような相関関係は、例えば予備実験やシミュレーシ
ョンによって予め取得し、制御装置５０を構成するＲＡＭまたは不揮発性ストレージに保
存されていることとする。
【００３９】
　なお、図８は、色変化の方向のみを示しているが、色変動要因判断部５２は、各方向へ
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の変動量の大きさも保持することが好ましい。すなわち色変動要因判断部５２は、インク
ヘッドの温度の変動および記録媒体Ｐの温度の変動の値と、各色の基準値に対する距離（
彩度）［ｄ］のずれ量と、色相角度［ｈ］のずれ量との相関関係をあらかじめ保持してお
くことが好ましい。
【００４０】
［駆動制御部５３］
　図１に戻り、駆動制御部５３は、次に説明する操作装置６０からの操作と、色変動要因
判断部５２での判断結果とに基づいて、媒体搬送装置１０、インク供給装置２０、媒体加
熱装置３０、および画像読取装置４０の駆動を制御する。この駆動制御部５３は、色変動
要因判断部５２での判断結果に基づいて、形成画像が基準色（ａ）となるように制御を行
う。駆動制御部５３によるこのような制御は、インク供給装置２０のヘッド加熱部２３お
よび媒体加熱装置３０に対して実施される。また駆動制御部５３によるこのような制御は
、インクヘッド２２の駆動条件に対して実施されてもよい。
【００４１】
＜操作装置６０＞
　操作装置６０は、この画像形成装置１を用いて実施される画像形成に関する各種の設定
を入力する部分である。このような操作装置６０は、例えば操作部と表示部とを備えてお
り、操作部での操作の内容を表示部に表示する。このような操作装置６０は、制御装置５
０との間でデータの受け渡しのための通信が可能なパーソナルコンピューターや、プリン
ターコントローラーなどの外部装置であってもよい。
【００４２】
≪画像形成装置の制御方法≫
　図９は、実施形態に係る画像形成装置の制御方法を示すフローチャート（その１）であ
る。このフローチャートに示す画像形成装置の制御方法は、上述した制御装置５０におい
て実施される画像形成装置１の制御方法である。以下、図９のフローチャートに沿って、
先の図１～図８および必要に応じた他の図を参照しつつ、画像形成装置１の制御方法の手
順を説明する。
【００４３】
＜ステップＳ１０１＞
　ステップＳ１０１において、駆動制御部５３は、操作装置６０から画像形成ジョブの開
始が入力されたか否かを判断する。駆動制御部５３は、操作装置６０から画像形成ジョブ
の開始が入力された(ＹＥＳ)と判断されるまで処理を繰り返し、入力された(ＹＥＳ)と判
断した場合に次のステップＳ１０２に進む。
【００４４】
＜ステップＳ１０２＞
　ステップＳ１０２において、駆動制御部５３は、適正化処理を開始するタイミングであ
るか否かを判断する。この際、駆動制御部５３は、予め設定されたタイミングとなった時
点で、適正化処理を開始するタイミングである（ＹＥＳ）と判断し、次のステップＳ１０
３に進む。なお、適正化処理を開始するタイミングは、例えば操作装置６０からの入力に
よって設定されたタイミングであってよく、画像形成のジョブの実行中であってよい。
【００４５】
＜ステップＳ１０３＞
　ステップＳ１０３において、駆動制御部５３は、媒体搬送装置１０、インク供給装置２
０、および媒体加熱装置３０の駆動を制御し、検査画像の形成を実施する。ここで形成す
る検査画像は、画像調整用のテストチャートであってよい。この検査画像は、単色で出力
してもよいが、検査画像の形成面積を縮小できる観点から、複数色のインク液滴を積層さ
せた二次色以上の画像として出力することが好ましい。また検査画像は、記録媒体Ｐの幅
方向ｙにわたって形成されることが好ましい。なお、媒体搬送装置１０および媒体加熱装
置３０は、画像形成ジョブでの設定にしたがって制御すればよい。
【００４６】
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　また、特別に検査画像を形成することなく、ジョブで形成した画像を検査画像として用
いてもよいが、この場合には、本ステップＳ１０３は省略する。
【００４７】
＜ステップＳ１０４＞
　ステップＳ１０４において、駆動制御部５３は、記録媒体Ｐ上に形成された検査画像を
検知して色情報を取得する。この際、画像読取装置４０は、画像読取装置４０の駆動によ
り、記録媒体Ｐに形成された検査画像を読み取って読取画像を取得し、検査画像の色情報
を得る。
【００４８】
＜ステップＳ１０５＞
　ステップＳ１０５において、制御装置５０は、画像読取装置４０で取得した色情報に基
づく補正処理を実施する。図１０は、実施形態に係る画像形成装置の制御方法を示すフロ
ーチャート（その２）であって、図９のステップＳ１０５の補正処理の手順を示す図であ
る。以下、図１０のフローチャートに沿って、先の図１～図８および必要に応じた他の図
を参照しつつ、補正処理の手順を説明する。
【００４９】
［ステップＳ５０１］
　先ずステップＳ５０１において、色変動方向演算部５１は、検査画像について取得した
色情報に基づき、検査画像上の各部についての色度、すなわち二次元色座標上における色
相角度［ｈ］と距離（彩度）［ｄ］を算出する。
【００５０】
［ステップＳ５０２］
　ステップＳ５０２において、色変動要因判断部５２は、ステップＳ５０１において算出
した検査画像上の各部の色の色相角度［ｈ］が、所定範囲内であるか否かを判断する。こ
の際、色変動要因判断部５２は、検査画像の各部を構成する基準色の色相角度［ｈ］を基
準値とし、この基準値に対して設定したプラスマイナスの閾値の範囲を所定範囲として、
この判断を実施する。ここでの判断は、検査画像の各部に対して個別に実施する。
【００５１】
　図１１は、各色の色変動の許容範囲の一例を示す図である。ここでは一例として、上記
基準値に対して、プラス１０％の値を＋閾値とし、マイナス１０％の値を－閾値として示
した。色変動要因判断部５２は、検査画像上の各部の色の色相角度［ｈ］が、基準値に対
する＋閾値と－閾値との間の範囲内であれば、色相角度［ｈ］が所定範囲内である（ＹＥ
Ｓ）と判断して、ステップＳ５０３に進む。
【００５２】
　一方、色変動要因判断部５２は、検査画像上の各部の色の色相角度［ｈ］が、基準値に
対しての＋閾値と－閾値との間の範囲内でなければ、色相角度［ｈ］が所定範囲内ではな
い（ＮＯ）と判断して、ステップＳ５０４に進む。この際、色変動要因判断部５２は、色
相角度［ｈ］が所定範囲内ではないと判断された検査画像上のアドレスに対して、色変動
の方向であって、ここでは色相角度［ｈ］のずれ方向を関連付けして保持させる。また色
変動要因判断部５２は、基準値に対する色相角度［ｈ］のずれ量を関連付けして保持して
もよい。
【００５３】
［ステップＳ５０３］
　ステップＳ５０３において、色変動要因判断部５２は、ステップＳ５０１において算出
した検査画像上の各部の色の距離（彩度）［ｄ］が、所定範囲内であるか否かを判断する
。この際、色変動要因判断部５２は、検査画像の各部を構成する基準色の距離（彩度）［
ｄ］を基準値とし、この基準値に対して設定したプラスマイナスの閾値の範囲を所定範囲
として、この判断を実施する。ここでの判断は、検査画像の各部に対して個別に実施する
。
【００５４】
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　図１１には、一例として、上記基準値に対して、プラス１０％の値を＋閾値とし、マイ
ナス１０％の値を－閾値として示した。色変動要因判断部５２は、検査画像上の各部の色
の距離（彩度）［ｄ］が、基準値に対する＋閾値と－閾値との間の範囲内であれば、距離
（彩度）［ｄ］は所定範囲内である（ＹＥＳ）と判断する。この場合、色変動要因判断部
５２は、基準画像に対して検査画像の色変動はないと判断して補正処理を終了させる。
【００５５】
　一方、色変動要因判断部５２は、検査画像上の各部の色の距離（彩度）［ｄ］が、基準
値に対しての＋閾値と－閾値との間の範囲内でなければ、距離（彩度）［ｄ］が所定範囲
内ではない（ＮＯ）と判断して、ステップＳ５０４に進む。この際、色変動要因判断部５
２は、距離（彩度）［ｄ］が所定範囲内ではないと判断された検査画像上のアドレスに対
して、色変動の方向であって、ここでは距離（彩度）［ｄ］のずれ方向を関連付けして保
持させる。また色変動要因判断部５２は、基準値に対する、距離（彩度）［ｄ］のずれ量
を関連付けして保持してもよい。
【００５６】
［ステップＳ５０４］
　ステップＳ５０４において、色変動要因判断部５２は、基準色に対する色変動の方向が
関連付けされた検査画像上の各アドレスについて、色変動の変動因子を判断するこの際、
色変動要因判断部５２は、予め保持しているインクヘッドの温度の変動および記録媒体Ｐ
の温度の変動と、各色の変動方向の相関関係に対して、各アドレスに関連付けされた色変
動の方向を照らし合わせる。これにより、色変動の要因が、インクヘッドの温度の変動で
あるか、または記録媒体Ｐの温度の変動であるか、またはその両方であるのかを判断する
。
【００５７】
　なお、色変動要因判断部５２が、変動要因の変動の大きさと、色変動のずれ量との相関
関係を保持していている場合であれば、各アドレスに関連付けされた色変動のずれ量から
、色変動の変動要因を判断してもよい。
【００５８】
［ステップＳ５０５］
　ステップＳ５０５において、駆動制御部５３は、色変動の補正を実施する。この際、駆
動制御部５３は、ステップＳ５０４で判断した変動要因、すなわちインクヘッドの温度お
よび記録媒体Ｐの温度を、基準色に対する色変動を打ち消すように制御する。
【００５９】
　ここで、各色変動は、検査画像の各アドレスに対して関連付けされている。このため、
駆動制御部５３は、検査画像のアドレスに対応する部分ごとに、ヘッド加熱部２３による
インクヘッド２２の温度の制御、および媒体加熱装置３０による記録媒体Ｐの温度の制御
を実施する。
【００６０】
　ヘッド加熱部２３および媒体加熱装置３０の温度制御の解像度が、検査画像について色
情報の取得の解像度に対して粗い場合には、駆動制御部５３は、温度制御の解像度に合わ
せて平均化した値で変動要因の制御を実施すればよい。
【００６１】
　以上により、色情報に基づく補正処理を終了し、その後は図９に示したステップＳ１０
６に進む。
【００６２】
＜ステップＳ１０６＞
　ステップＳ１０６において、駆動制御部５３は、画像形成のジョブが終了したか否かの
判断を実施する。そして、ジョブが終了した（ＹＥＳ）と判断された場合には、全体の処
理を終了させ、ジョブが終了していない（ＮＯ）と判断された場合には、ステップＳ１０
２に戻り、以降の処理を繰り返し実施する。
【００６３】
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≪実施形態の効果≫
　以上説明した実施形態によれば、色変動の変動要因が、インクヘッドの温度であるかイ
ンク供給前の記録媒体Ｐの温度であるかを判断することにより、インクヘッドの温度よび
記録媒体Ｐの温度を高精度に制御することが可能となる。この結果、形成画像の色変動を
高精度に防止することが可能となる。
【符号の説明】
【００６４】
　１　　画像形成装置
　１０　　媒体搬送装置
　２０　　インク供給装置
　２２　　インクヘッド
　２３　　ヘッド加熱部
　３０　　媒体加熱装置
　４０　　画像読取装置
　５０　　制御装置
　５１　　色変動方向演算部
　５２　　色変動要因判断部
　１０１…下層液滴（インク液滴）
　１０２…上層液滴（インク液滴）
　Ｐ…記録媒体

【図１】 【図２】
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